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特集「自動車制御」巻頭言
川邊武俊*
Special Issue “Automotive Control”
Taketoshi KAWABE*
Abstract: Control technology that has introduced to automotive engineering in the past quarter-century is being expected to solve crucial problems relevant to automotive traffic safety and environmental issues. The special issue “Automotive Control” has covered some cutting-edge topics of the scope, including 4 invited papers that were presented at The 10th Control Division Conference of the Society of Instrument and Control Engineers.
Key Words : Industrial application, automotive control
　自動車は言うまでもなく，社会に必要な交通システムの一つとなっている．また，単に必要であるばかりでなく，趣味の対象としての側面をも持つ独特な機械である．環境に対する負荷や安全性など多くの面に深刻な課題はあるが，かといって，その代替手段は容易にみつからない．一方，性能が良いだけでは乗用車はユーザーに受け入れられない．魅力的でなければならい．このような背景のなかで自動車技術は発展して来た．とくに，なかでもこの四半世紀に発達したのが自動車制御技術である．現在の日本車には，数十個のマイクロプロセッサが搭載されている．エンジンやトランスミッション，ブレーキ，操舵系など多くの主要な車載システムが所要の性能を達成するためには，制御技術は不可欠になっている．

　現在，自動車制御技術への期待は広範であるが，その多くは，環境負荷の低減と安全性の向上に大別されよう．自動車制御技術に求められるのは，車載システムを初期の目的どおりに，正確にロバストに動作させることだけではない．機械システムの革新と同時に制御アルゴリズムをも革新しシナジー効果を生み出すこと，最近発達してきた車載情報系を有効に活用し，従来の自動車にはなかった新機能を実現することなどがあり，そのために，自動車の中で起こっている物理現象をさらに解明し定式化すること，自動車とドライバーとしての人間の相互作用，関係性を新しい視点からシステム論的に明らかにすることなどさまざまである．

　このように，自動車制御技術への期待は広く深い．課題解決にあたっては，知られている制御理論や電子技術は当然のごとく駆使さる．さらに技術者には，自動車やドライバーの特質，自動車をとりまく社会環境への理解や洞察の上での一工夫二工夫が求められている．このことが，自動車制御技術が一般的な制御技術と区別される根拠であろう．

　さて，計測自動制御学会産業論文は，有用性のある効果的な制御技術をとりあげることで実績のある論文誌である．しかして，特集として自動車制御技術をとりあげるには最適な媒体であると考えられる．そこで筆者は，功績著しい技術者・研究者に依頼し，本特集をとりまとめた．特集を構成する4編の論文は，高い技術水準で自動車の新しい課題にとりくんでおり，自動車制御技術の最先端のありかを窺わせる内容となっている．筆者は，本特集が自動車制御技術をさらに広げ，深める道標となることを信ずるものである．
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